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福島県から避難してきた常盤聡さん（左）と恵子さん。

福島第一原発から20数゛nに診療所がある＝岡山市北区

感染症流行､薬不足､脱水症状…
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23日□支援の輪
　　　　　　　　　　◆おかやま山陽高

　旨募る　　　校25日13時と15

　゛･’　　　　　時、広島県福山市入

船町の福山ポートプラザ１階で吹奏楽部が

チャリティーコンサート｡会場で募金する。

　●ＡＭＤＡ鮑11

次５人を宮城県南三

陸町に親達。

　●累、受付品目を

限定　毛布ヽタオ

ル、トイレットペー

パーなど受け入れ休止、大人・乳児用紙お

むつ▽生理用品▽マスク▽ぬれティッシ

ユヽお尻ふきに限定。未使用、梱包（こん

ぽう）品に限る。

　◆岡山市市民から寄せられた離乳食や

乾電池など救援物資の第１便（10゛ントラッ

ク）が仙台市へ。

　◆久米南町公営

のリソートセンター

治部邸（20人、６力

�iのII

月）、美しい森ピジターセンター（10人、

３ヵ月）を無餌貸し出し。被災者か原発事

故の避聾者。町総務企画簾（0867 ・ 28 ・

2111）。

　　　-広告のご用は

岡山（222j 6761

　折り込みは

岡山（243）90n
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